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＜連絡事項＞
・電子カルテ上、病床管理シートの担送、護送のずれが見受けられます。入院時ずれの無いよう入力お願いします。

＜入室状況＞
・特記なし。

＜患者様連絡事項＞
・成田　賀枝様～酸素中止。再度呼吸器症状増悪認められた際に指示受けする。
・吉田　洋様～入院診療計画書
・長岡　明美様～ライゾデグ処方、本日夕食後薬より追加処方有り。
・小栗　健太郎様～不穏時頓服薬クエアチピン（100）10回分、ヒルナミン5回分処方
・飯田　修子様～頭痛時：カロナール処方、ボラザG　12/21～12/25
・小嶋　勲様～血糖3検指示12/21～12/23迄指示頂く。
・中村　聡様～フルチカゾンフランカルボン酸エステル点鼻液
・工藤　新吉様～酸素開始、酸素飽和度90％以上キープの指示

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。開放中、他室侵入や迷惑行為あり午後は早めに開放観察終了。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。壁蹴りや妄想言動なく、スタッフ対面時落ち着いている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。午前の解放時、入院に対する不満を訴え壁に体当たりし落ち着き無く、早めに開放観察終了。午後は穏やかに過ごしている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜措置ケース検討＞
・藤井　崇史様～精神症状に合わせ適宜頓服薬にて対応している。他者へ対する被害妄想は持続しているが行動化、粗暴性は無い。

・小比類巻　昇様～逸脱行為、妄想に左右された様子無く日課を送る事ができている。

・角谷　寿美様～幻聴に左右された言動は無いが、両大腿の疼痛等身体的な不調を訴える事がこの1週間多い印象。対面時の易怒性、攻撃性は無い。
